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市
の
四
分
刹
付
市
僙
券
の
所
有
者
は
本
年
五
月
迄
は
其 

の
利
子
の
中
二
。ハ
ー
セ

X

ト
四
分
の
三
は
現
金
殘6
1 

パ
ー
セ
ン
ト
四
分
の
一
は
手
形
に<
受
取
6

届
也
ろ
し 

&

、
同
月
に
至
6
始

め

て

利

子

を

全

银

現

金

に

.'て

受

取 

る
こ
と
、
な
ろ
且
つ
減
債
某
；金
名
開
始
せ
ら
れ
杧
6
。 

現
肺
に
於
け
る
市
債
の
利

B

の
收
益
は
六
磅
四
志
に
相 

,

當
す
。

(

向
井
鹿
松)

ノ

卖

新

聞

賣

子

の

硏

究
 

中

衬

桂

其

I

我
新
聞
紙
及
新
聞
寶
子
の
沿
雄.

.
我
新
聞
賣
子
の
硏
究
を
爲
す
に
先
達
ち
て
吾
人
は
先 

.
つ
新
聞
紙
の
沿
革
を
說
於̂

る
可
ら
^

、
思
^

に
新
を
.' 

好
み
奇
を
喜
ぶ
は
人
の
常
愦
な
る
を
以
て
、
仳
人
は
出 

逢
ひ
頭
に
名
何
事
か«

れ
る
事
を
尋
fe

る
名
の
な
6

、 

卽
ち
是
よ
6

所
謂
風
評
或
は
風
爾
な
る
名
の
赳6

、
而 

し
て
其
11

評
風
聞
を
文
字
に
現
は
し̂

る
?

の
を
新
®
 

紙
な
-Ĉ

J

す
。

:

3

れ
ば
古
來
荷
く
名
多
少
民
族
の
集
合
す
る
所
に
は 

必
岁
新
聞
紙
類
似
の$

の
あ
6

、
'就
中
古
今
共
に
戦
爭 

は
一
國
の
運
命
を
賭
す
る
一
大
事
件
な
れ
ば
、
双
方
の
. 

»

民

は一
刻
^P

早
く
其
狀
.況
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
よ

~Cs. 

自
微
戰
況
を
報
梦
る
機
關
と
し

V

新
聞
紙
類
似
の
ぢ
の 

發
達
す
、
例
へ
ば
古
代
羅
馬
に
於<'
は
力
一
セ
ー
ジ
と 

の
戰
爭
の
塒
新
聞
紙
起
ら
、
英
國
に
於
て
は
西
班
牙
の

I

I

!

j

I

ァ
ル
マ
'ダ
侵
入
の
塒
其
®
況
を
報
せ
ん
炉
爲
に
新
聞
紙 

起
-
し̂
i
云

ふ

■■
:

我
國
に
於
て
新
聞
紙
類
似
の
名
の
と
云
べ
ば
、
後
冷 

泉
帝
の
雕
權
大
鈉
言
源
隆
國
於
山
城
の
宇
治
に
別
莊
f
 

構
へ
、
往
來
の
旅
人
を
休
息
せ
し
；§
,て

諸
國
の
奇
事
珍 

談
を
聞
取
ぅ
、
今
昔
物
語I

び
宇
治
集
藭
物
語
を
著
せ 

6

、(

西
歷.一

〇
四
五
年)

.
是
固
ょ
!6〕

辟
の
慰
み
に
過
一
 

ぎ
^

る
可
し
と
雕
？
、
其
性
質
上
ょ6

云
へ
ば
新
聞
紙
. 

の
一
種
に
し
て&

チ̂

大
納
ー
目
は
少
く
と
％#
|8

記
#

元
祖
と
稱
す
る
事
を
得
呵
し
、
降
つ
て
元
祿
肺
代
に 

及
び
て
は
讀
寶
な
る
ぢ
の
盛
に
行
は
る
、
に
至
れ
6

、

是
は
其
塒
々
に
於
け
る
各
地̂
a

の
天
炎
地
變
を
初
め 

と
し
、
老
子
の
优
討
、
惡
漢
の
兕
行
、，
1

の
愦
%
 ヽ

其
他
あ
ら
ゆ
る
奇
事
珍
談.、の
现
:«

れ
't
e

る
隙
に
之
•を
出
' 

版
し
て
寶
6

步
き
杧
る
笔
の
に
し
て
、
初
め
は
單
に
粗 

末
な
る
#

«

の
み
な
.

o

し
が
狻
に
K

文
歲
を
以
て
說
明 

を
加
へ
、
其
文
旬
を
讀
立
て
乍
ら
市
中
を
實
6

步
く
に 

至
れ
6

、
彼
の
近
#
.
の
^
璃
瑠
物
の
如
き
も
多
く
其
滕 

滕
の
出
來
事
、
，就
中'«
女
の
情
死
、
惡
漢
の
兇
行
等
を

其
盡
材
料
に
.と
6

て
仕
組
み
、
而
し
<
邀
を
讀
實
せ
る 

名
の
な
る
は
人
の
&
く
知
れ
.る
處
な
~

、̂
此
讀
實
は
所
、
 

謂
不
定
期
刊
行
の
新
聞
紙
：に
し
て
、
现
に
元
祿
十
五
年 

一
赤
糖
浪
士
復
讎
の
脖
名
義
士
の
、高
輪
泉
岳
券
へ
引
揚
ぐ 

る
滕
分
に
は
旣
に
斯
の
如
き
事
行
は
れ
杧
り
と
の
事
に 

|

し
て
維
新
後
名
货
數
年
間
此|
|實
.は

行

は

れ̂:
る

な

み 

:«
今
の
讀
寶
新
！

1

の
如
き
^p

此
謂
寶
に
其
端
を
發
しy 

以
て
今
日
に
至
れ
る
な-
C
N。

以
上
は
單
に
新
開«
_
の
卵
子
と
％
云
ふ
可
き
％
の
に 

し
て
、
前
述
せ
る
如
く
新
聞
紙
の
發
生
若
く
は
發
達
は 

.
阈
家
の一

大
事
變
に
伴
ふ
ぢ
の
な
れ
ば
、
我
國
に
於
て 

名
今
日
の
所
謂
新
聞
紙
な
.る
名
の
 

>

湖
め
て
發
生
し̂
 

る̂

の
は
明
治
維
新
の
變
亂
の
際
に
し
て
、
就
屯
嚴 

盛
に
發
刊
せ
ら
れ
把
る
は
慶
應
戊
辰
上
野
戰
爭
ょ
ゲ
奥 

羽
戰
爭
の
.
®
'な
6

、
而
し
て
令
日
の
如
き
日
刊
新
聞0 

一
發
刊
せ
ら
る
、
に
至6

し
は
四
年
以
後
の
事
に
し

y
、

:, 

爾
來
新
聞
雜
誌
は
日f
追
て
盛
i

な
^

/

明
治
六
^
六 

月
末
に
は
七
十
九
種̂'
な
ん
.
、
'
十
ニ
年
六
月
末
に
«
糟 

加
し
て
百
九
十
ニ.
種
i

な
6

、
爾
後
年
々
瑠
加
し
て
遂.
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雜

錄

に
今
Î

の
^

^

を
致
し
^

る
な
ム
、
3:

し
新
«!
は
今
や 

,
,文
明
社
會
の
必
需
品
と
荩
ん
、
人
は
三
度
の
食
事
を
爲 

す
ぇ
同
匕
意
味
に
於
て
新
聞
を
讀
ひ
に
至
れ
ろ
、
且
つ 

1

方
新
聞
紙
其
者
名
大
發
展
を
遂
げ
、
'新
聞
を
以
<

政
，
 

黨
の
機
關
と
し
て
政
論
の
代
表
者
と
し
、
以
て
輿
論
を 

喚
起
す
る
に
非̂

し
て
寧
ろ
輿
論
に
材
料
を
供
»
す
る 

に
至
れ
6

、
加
之
從
來
は
人
類
の
半
數1C
る
男
子
の
み 

を
相
手
i

せ
し
财
、
現
今U

於
て
は
f
f
ilc

他
の
半
數
t
 

る
女
子
を
讀
者
と
す
る
事̂

務
め
、
尙
步
を
進
め
て
小 

兒
の
讀
物
繪
書：

等
を
描
げy

其
注
意
を
遮
く
に
務
め
、 

荀
く
名
人
間̂

る
以
上
は
必
ず
漸
聞
の
愛
讀
者
杧6

得 

る
仕
組
i

な
せ
る
を
以
ズ
、
東®

市
に
於
て
；？

p

現
今
左 

.
の
十
數
種
の
日
刊
新
聞
を
潑
行
さ
れ
つ
、
ぁ
6

。

s

i
 

腐
朝
報
：
:

' 

I

f
々
新
間 

都
新
問
、
':

,
l

^

n

i
 

s

i

 
:

‘
H木
新
間 

小
外
商
業
新
報'

靡
民
新
間. 

：

,
報
知
新
阳
涵
刊
、
夕
刊

)

;.
5

s
nH
s

-T
I
J、
夕
刊)

:灸

•

u>

央
轿
問(

耕
'Ti
l

、
、夕
刑}
,

大
和
新
問
i

-T
I
J、
夕
刊
V 

: 

.

係
夕
新
間(

第
一
タ
.-T
-
I
J、m
,一一
 
夕
3-
.

:
古
今
^

問
は
少
新
|
1
紙
ぁ
作
ぱ
叉
其
寶
子*.
る
名
の 

に
し
て
、
昔
時
の.『

譲
寶』

は
變
b

て
只
だ
其
販
淳 

る
新
聞
の
名
稱
を
呼
ぶ
寶
子
と
な6
セ

急

み

、
而
し 

で
今
や
一
方
に
於
て
上
述
の
如
く
新
聞
の
'增
加
す
る
と 

共
に
市
街
電
車
は
都
市
と
縦
横
無
盡
に
走6
、
べ

其

乘

客 

の
新
聞
を
求
0

る
各
.の
漸
く
多
く
な
る
に
至
れ
る
よ6
 

其
交
叉
點
及
ぴ
主
な
る
停
留
場
に
は
必
岁
新
聞
實
子
の 

あ
ら
^

る
な
ぐ
、
殊
に
近
年̂

刊
新
轉
、
晝
刊
新
間
の 

發
刊
せ
ら
る
s

に
至
る
や
此
風
潮.は
一
曆
增
加
せ6

、 

今
新
聞
の
販
寶
に
從
事
せ
ゐ
者
の
數
を
東
京
市
勢
調
査 

原
表
に
よ
6

見
る
勝
は
左
の
如
し8
:
ご

唿

玫

被
扶
養
者
及
僕
脾
に
1

て
新
間 

I

奶
雜
誌
の
販
資
に
從
雄
す
る
灌

t 本神；K  I I m 
' 本

牲鄕ft丨极梳务
1

六
三 

四
九
九 

ニ
丑
四 

1

逬
三 

二.
四
o

三
七 

1

0
1 

1
1
5三1 四

ニ
，

牛.麴.赤麻.芝:深本m
.、. -.•..

込 町阪布■川所萆.-- ' し .

三
二
三 

1

四
.四 

八ニ.： 

三
七1:

ニ
四 

ニ 

1 

ノ

 

;
.九
七 

1

ニ
七

.七1 三
八

1

一
六

丄
ハ1

1

七
五

ニ1.

.三
九 
.四1

,

00

(

註一
〕

取
货
市
勢
調
1 |
}

:

職
_

別
^

^

人
ロ
表
第
三
款
第
西
九
± '

ー¥

參

G

山. 

■

■
 

- 

' 

.

右
の
中
被
扶
養
者
の
多
く
は
街
路1C
於
、て
販
寶
す
る
名 

の
に
し
て
、
彼
等
は
乘
換
場
、
，
交
叉
點
、
停
留
場
或
は 

公
園
に
赴
き
て̂

t
W

を
爲
し
、’
或
は
市
街
を
呼
寶
し
.て 

步
む
な
6

、
電
車
停
留
場
に
於
て
は
明
治
四
十
三
年
十 

ニ
月
卅
一
日
现
在
に
依
れ
ば
其
數
二
百
七
十
八
を
#
 

し
、(

註】一}

其
中
の
主
な
る
令
の
又
は
乘
換
場
に
は
主
と 

し
て
幼
年
の
..寶
子
が
呼
實
を
爲
し
つ
、
あ
る
は
吾
人
の 

&

く
^

る

處

な
9

,
大
正
元
年
ゃ
あ
，
來
) ?
>

統
^

年
爽
七
西
1

1

1十
.

1

.

1參
昭
。

.
'歐
米U

於
てU

 .1.m

 

.に
數
间
新
®

紙
發
行
せ
ら
れ、
.

朝
刊
タ
刊
共
に
頗
る
盛
な
る
於
故
に
是
が
服
寶
に
從
事 

す
る
幼
少
年
寶
子
は
非
常
な
る
勞
カ
を
耍
ず
る
を
以
て
，
 

此
寶
子
に
關
す
る
硏
究
盛
な
る
财
如
し
と
雛
$
、
我
國 

に
於
て
幼
少
年
者
の
斯
業に
從
事
す
る
に
至
れ
る
は
極 

め
て
近
來
の
事
に
し
て
、
殊
に
電
享
舣
東
京
市
に
敷
設 

せ
ら
れ
タ
fI
J

撕
聞
怀
刑
行
せ
ら
る
、
に
至6

し
以
來
の 

こ
と
な
れ
ば
、
其
弊
害
の
如
き
％
未
だ
明
，

£

な
ら
，次
れ 

ど
名
新
聞
寶
子
於
日
々
に
增
加
し
つ、
S
る
は
事
實
な 

る
を
以
て
彼
等
生
活
狀
態
の
研
究
は
甚
だ
重
要
な
る
事 

項
な
る
可
き
な
ろ

第

二

斯

業

の 

一
#
'

-

現
今
市
街
の
讀
寶i

し
<

朝
刊
*

聞
ょ
6

$
タ
刊
新 

聞
遙
か
に
多
し
之
れ
朝
刊
は
早
朝
各
人
の
家
庭
に
配
達 

せ
ら
れ
、
各
人
舣
外_

る
以
就
に
®

を
«.
ひ
を
普
通 

と
す
れ
ど
名
タ
刊
の
發
行
せ
ら
るV
滕
は
恰
か
ぢ
會
社 

勤
務
を
終
6

て
歸
途
に
著
く
塒
刻
な
る4
.へ.
3t

は
.所
用 

に
：

y

多
く
途
上
に
あ
，る
滕
分
な
る
於
故
に
最
ぢ
呼
寶
に 

適
：す

る

而

し

て

斯

く

多

大5:
,る
«

要
あ
る
タ
刊
：の- 

呼
寶
は
親
今U

 .
V

は
.最
卑
日
に
月
に
；幼
少
年
者
，の
爲
に



蕾
食
さ
れ
.つ
、
あ
る
の
有
欉«
6

、
，.之

れ

大

人

の

タ

刊
. 

寶
子
i

年
少
の
寶
子
と
'

g

■同

.一

の
場
所U

居
る
辟
は
人 

情
と
し
て̂

少
者
を
憐
み
此
者
の
方
よ6

賈
入
る
、
傾 

向
あ
る
を
以
て
な-

:
 

一
 

新
聞
紙
の
實
行
の
大
少
は
場
所
の
如
何
に
よ
6

て
異 

,
な
るU

と
知
論
に
し
て
、
東
京
市
の
所
爾
下
町
方
面
の 

繁
華
な
る
埸
所
は
最
名
寶
行
提
く
銀
座
尾
張
町
の
十
字.\ 

.街
、.
.新
橋
停
車
場
附
近
、
寒

雷

門

附1

上
.野
停
車
• I 

場
構
內
、
及
び
須
茁|1
1
1
小
川
町
の
乘
.換
場
の
如
き
は
屈 

指
の
場
所
な
6

と
す
勿
論
逄
等
の
好
場
所
は
所
爾
親
分 

な
る
者
の
繩
張6

區
域
に
し
<
ヽ

萬
一
新
来
の
寶
子S

 

玆
に
至
6

呼
寶
せ
む
か
、
非
常
な
る
腕
力
の
裁
制
を
受 

.

ぐ
、
此
所
爾
親
分
は
柬
京
市
に
现
在
五
人
ぁ6

、
此
場 

所
に
來
6

呼

-1

せ
0

と
す
る
漭
は
實
上
高
の
三
分
を
其 

81

方
に
支
»

は
^

る
可
ら
.5'
'

る
.名
の
.に
し
て>

中
に
は
' | 

親
方
g

身
於
家
に̂

の
寶
子
を
宿
泊
せ
乙
め
、
其
. 

:寶
上
高
>

自
己
の
收
入
と
す
る
者
名
あ6

、
殊
に
新
橋 

停
車
場
の
如
き
は
最̂
>
寶
行
良
き
處
に
し
て
、
日
に
よ 

••
/
>七
は
ニ
三
赌
間
に
三
四
圆
名
販
寶
す
る
事
を
獨
る
が

.故
に
、
近
來
此
場
所0
權
利
は
六
百
圖
に
}1
れ
6
 

S1

ノ
 

槪
し
て
下
町
の
四
ッ
«
、
«
«
の
停
留
場
は
日
々
數
千 

の
人
々
が
來
往
す
る
處
と

V

新
聞
紙
の
寶
抒
；̂
大
な
ふ 

:

拟
故
に
、
是
等
の
好
場
所
は
夫
れ
^
^
寶
子
の
占
有
す 

,
る
處
と
な
6

V
、
恰
か
名一

種
の
權
利
の
如
き
名
の
に 

な
6
届
る
'が
故
に
、
他
の
寶
子
财
是
等
の
場
所
に
於
て 

呼
寶
せ
む
と
す
る
塒
は
其
占
有
寶
子
に
相
當
の
寶
上
步 

合
を
.支
狒
は
§'
る
可
ら
^
る
な
，

C

、
從
つ
て
今
東
京
市 

ic
於
け
る
■
聞
+
M子
の
藤
別
を
.爲
す
蹄
は
先
づ
之
れ
を 

吐
寶
、
.市
街
呼
1贺
と
な
す
事
を
#
可
し
、
3C
其
各
々
を 

更
ら
に
獨
立
な
る
寶
子
、
親
方
に
使
用
せ
ら
る.、
寶
子
、 

及
び
直
接
新
聞
社
に
*
は
れ
て
呼
實
に
從
事
す
る
寶
子 

の
三
と
爲
ず
事
を
得
可
し

註〗

、
大
：正
1
1年
六
;]
十
六
日
都
新
問
記
黻
新
間
资
子
の
親
分
と
題
す 

る
記
雖
は
火
に
苦
人
の
參
考
と
な
る
を
以
て
左
亿
是
を
摘
記
せ
ん 

A
市
内
の
呼.资
に
M
親
分
と
稱
す
る
潘
が
五
人
^
つ
て
夫
れ
に
繩
張 

.を
作
0
萬
-1

新
米
の
吵
营
十
衫
迂.淵
に
典
の
揚
所
で
寶
つ
たy
し
や 

ぅ
衫
の
な
ら
忽
ち
舒
つ
て
畠
つ
て
半
殺
し
の
0
に
遭
は
さ
る
▲.簪
察 

へ
訴
へ
て
見.た
所
で
前
々
か5
他
人
が
資
つ
て
ぉ
る
所
で
な
ど
齊5 

ぬ
が
^
か
ら
う
、
夫
れ
よ
り$
外
に
究
*»
場
所
を
見
付
け
ろ

,̂の
說

論
で
泣
肢
入
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
尤
§

如
何
r<
:

p

l.
i

l

资
れ
る
場
所
だ
が
ち 

と
て
.

無
咕
矢
龉
亿
资
干
が
集
$

つ
た
ち
終
ひ
に
は
'始
末
亿
了
へ
な
か 

ら
ぅ
▲

次
ぎ
に
糾
•分
な
る
港
の
ヵ
ス
リ
は
資
上
げ
の
三
分
と
決
ま
つ 

て
ぬ
る
、
中
亿
は
親
分
自
肩
が
幾
人
か
の
资
子
を
魃
泊
り
さ
せ
て
說 

'
お

て
：：：

に

幾

許

苑

を

絞

り

取

つ

て

ぬ

る

豸

の

8

為
る
が
そ
の
爲
め
ば： 

か
リ
で
な
く
ー
體
亿
资
子
仲
問
に
は
小
錢
が
入
る
上
に
极
の
浮
い
お 

扑
祺
だ
け
は
飲
む
食
ふ
、
打
つ
の
三
遒
樂
に
，招
を
持
ち
崩
し
て
忠
る 

手
合
が
多
{
年
中
稞
一
贳
で
澄
ま
し
て
ゐ
る
在
楚
煞
资
子
の
親
分
は 

夕
刊
發
行
の
吣
節
と
な
つ
把
盹
機
逸
す
可
ち
ず
と
资
子
を
霧
集
.j

卒 

先
し
て
奸
お
揚
所
を
占
め
把
の
で
尜
る
赢
塢
所
で
最
8

泣
い
の
は
新 

榣
停
班
塘
前
で
n

に
ょ
り
て
は
ニ
三
昨
問
に
三
西
圆
$
资
る
祺
が
出 

來
る
從
つ
て
場
所
の
襁
利
が
，今
=

で
は
六
西
间
に
騰
つ
て
ぬ
る
3

ぅ 

だ
，

_

に
述
ベ
る
於
如
く
現
令
市
街
の‘呼
寶
と
じy

 

t
t 

タ
刊
は
朝
刊
ょ
6

寶
行
，13
1

く
、
而6

 $

此
タ
刊
の
呼
實 

は
大
部
分
幼
少
年
者
の
手
に
歸
し

C

ノ
、
あ
る
？
の
な
る 

於
ヽ
タ
刊
の
.發
刊
脖
間
は
毎
タ
新
間
の
第

一.:

タ
刊
が
疋 

牛
に
發
行r
o

る
、
外
は
大
抵
三
脖
半
な
れ
ば
、
幼
少
年 

者
の
多
く
は
學
校
放
課
後
直
に
當
該
新
聞
社
の
支
局
叉 

は
販
寶
店
に
赴
ぎ
て
相
當
の
紙
數
を
仕
入
れ
來
6

、
新 

ra

社
上
6

直
接
'に
仕
入
る
、
に
は
非
^
、
盖
し
新
聞
社

•
の
發
行
鄧
&

忧
皆
其
支
厨
31
は
一
忠
の
販
寶
店
の
將
約 

し
て
買
占
む
る
處
な
る
を
以
て
な6

、
今
谷
タ
刊
の
元 

價
を
擧
れ
ば
左£

く
に
し\

し
タ
刊
は
朝
刊
ょ
.
6

?
元 

,價
高
し
と
の
事
な6

、

.
報
知
新
！

i

夕
刊 

四
瓯
茧
モ
：

中
央
新
聞
夕
刊
 

三
照
丑
屯 

大
和
新
間
夕-r
-

l

i: 

■
四
照
ー
ー
宅

锦
夕
新
間
夕
刊 

ニ
照
五
屯 

ニ
六
新
間
夕
刊
 

一一®

.
次
に
以
上
各
種
タ
刊
の
服
寶
價
格
は
一
枚
一
錢
に
し 

<

競
爭
あ
る
場
所
にV.

は
一
一
敉

」

，
錢

な6

と
す
、
都
ち 

r

タ
刊
は一 .

錢
、
タ
刊
は
一
錢」

A

呼
實
6

し
つ
、
あ
る 

«

の
i「

一一

枚

1 

'栽
、
二
枚1

錢
J
i
.呼
賓
.
◊
し
つ
、
あ 

る
；：

5
=の
と
あ
ム
は
吾
人
の
鼓
く
知
る
處
な6

。
叉
極
く 

競
爭
の
烈
し
き
場
所
にV.

は
1

勝
一
ニ
枚
ー
錢
な6

し
，事 

あ
ろ
し
名
、
現
今W
.
三
枚j

錢U
V

呼
*

し
つ
、
あ
る 

令
の
は
是
を
見
次
か
に
至
れ6

、
.
三
枚
一
錢
に
て
，販
實 

す
る
辟S

元
ょ
6

搔
失
を
.被
.む
&

名
‘の
に
し
て
ヽ
是
は 

獨
立
の
贸
子
に
は
到
底
堪
へ
次
る
處
な
れ
ば
吳
服
橋
品



川
停
¥
場
附
近
に
扣
る
ニ
三
の
親
方
於
基
質
子
を
し
て 

各

自

に

.競

爭

せ

し
め
杧
る
結
.果
、
へ遂
に
損
失
を
來
し
て 

.迄
各
相
手
方
を
倒
さ
ん
と
し̂

る
に
出
で
*
る
な
々
、
 

■±
を
要
す
るU
•—
*
:敉j

錢
.に
て
服
寶
す
る
滕
は|

枚
に 

付
^
法
厘
五
宅
*7
}
至
七
厘
五
^

の
刺
益
を
得
可
く
、
ニ 

枚
：..

一 :

錢
に
て
®
實
す
る
滕
は
' 一

錢

に

付

き

一

一

厘

乃

至

'三 

厘
‘の
利
猿
を
得
る
な
ろo
' 

,

■

其
販
寶
紙
數
は
旣
述
の
如
く
場
所
に
よ4
て
異
な
る 

名
の
•な
れ
ど
^

P
、

槪
し
て
午
後
四
»
よ
6
十
«
填
迄
の 

問
に
七
八
十
枚
乃
■

ニ
百
枚
位
を
寶
盡
すA
次
項
に
述 

〉

ぶ
所
に
侬
6

て
知
6
得
可
し
。
而
し
て
次
に
賨
行
皮
き 

»
糊
名
叉
場
所
に
よ
6
異
な
ゐ
名
の
に
し
て
、
普

の
 

乘
換
場
、
停
留
場
は
午
後
五
赌
よ6
七
八
塒
迄
の
诏
最 

S
よ
く
、
銀
座
尾
張
町
の
十
字
街
、
神
田
小
川
町
等
の 

繁
華
な
る
場
所
、
新
橋
、
練
#
雷
門
等
は
却
て
七
槠
よ 

6
.十
堝
頃g

寶
行
，M
し
、
き
れ
ば
普
通
自
己
の
占
育
す 

る
場
所
に
て
五
塒
よ6
七
八
塒
頌
迄
呼
賓
し
、
残
餘
の 

紙
數
少
か
ら
次
る
'#
は
是
等
の
場
所
に
至6
て
呼
實
を 

1

..
L
、
'^
上
步
合
を
該
場
所
の
占
有
者
に
支
狒
ふ
な
ク

る

、
の
み
な
'ら

卞

，
景

氣

な

好

否

に

ょ

る

事

大

に

し

<'
、

. 

景
氣
の
良
き
滕
は
新
間®
實
行
名
從
っV,

a
く
、
不
景 

\

氣
の
塒
は
寶
行
名
度
，じ
か
ら̂

、
叉」

週
の
中
に
て
2
 

月
晴
日
と
火
曜
’日
义
は
寶
行
惡
し
く
、
土
晴
日
は
最
ぢ 

寶
行
.以
き
e

に
.̂

イ
フ
雨
天
.の

傺

と

電

車

象

客

、
の

少

き
 

\

滕
は
寶
行
名
K
;ii
な
6

:i
、
蓋
し
寶
子
等
は
電
車
乘
客 

\

を
主
*

る
膦
客
と
す
石
？

の
な
れ
ば
、
乘
客
の
多
少
に 

|

ょ
6

て
實
行
.に
大
少
あ
る
攸
{且
な
6
と
云
ふ
可
し
、
.

雨
天
の
際
.

M

新
聞
紙
の
實

行

惡
し

け

れ

ば

、
•
幼

少
 

一
年
の
寶
:̂
が
其
引
受
^
る
紙
數
を
悉
く
實
盡
す
事
能
は 

|

^
る
に
挈
ゥ
*

る
辟
は
、
朝
利
と
タ
刊
と
を
合
せ
て
極 

く
廉
償U

て
貧
民
窟
叉
^

：民
町
を
呼
實
し
步
く
な6
 - 

斯
か
る
場
所
に
は
雨
天
の
際
勞
働
す
る
事
を
得
ざ
る
多 

1

の
勢
働
者
住
す
る
を
以
て
、
無
聊
に
苦
ひ
の
餘6
斯 

る
«/
間
紙
を
爾
人
す
る
者
多
く
、
幼
少
年
の
寶
子
％
盛 

.

虼

此

方

法

を

科

用

し

つ

、

あ

4

i
。

.
幼
少
年
»

子
«
次
項
に
述
ぶ
る
於
如
く
每
日
十
七
錢 

.
よ
上
ニ
十
五
六
錢
の
所
得
を
得
れ
ど
名
狼
費
ず
る
事
瓜

養

多

く

、
實
際
に
其
父
母
に
支
狒
ふ
寶
上
高
は
極
め 

V

些
少
な

6

.

と
沄
年
、：
又
食
事
«
從
業
中
は
葉
子
大
福 

餅
等
に
< I

塒
を
凌
ぎ
、
業
を
終6
杧
る
«
歸
途
叉
は 

家
に
着
き
て
食
す
る
名
の
に
し

V

之%

遛
慣
と
な
6
届 

れ
ば
別
段
苦
痛
を
戚
せ
岁
之
、
，

，
'

.
尤
名
是
等
の
寶
子
の
食
事
に
關
し
て
は
後
述
す
る
事 

と
せ
ん
？
槪
し
て
彼
等
以
赤
實
の
家
の
子
弟
に
は
非
ら 

少
、
却
て
爾
親
於
ル
皿®

を
與
へ
S'
'
る
爲
め
に
絶
遣
ひ 

甘r
o

の
餘

6

邀
に
從
♦

す
る
者
多
數
を
占o

る
な
6

。

,

其

三

寶

子

の

年

齢

及

所

得
.

/

V

左
に
揭
ぐ
石
各
場
所
に
於
ズ
呼
寶
す
み
寶
子
に
就
き 

實
際
に
a
問
せ
る
處
は
實
子
の
年
齢
及
び
所
得
の
一
般 

を
示
.す
に
足
る
^P

の
.な
ん
と
信
^

o
.

'

神
田
紳
保
町
乘
換
場
の
寶
子
丨

十
四
歲
に
し
て
神
田
高
等
小
學
校
.

一

苹
生
杧
ん
學
校 

放
課
後
仕
入U

赴
き
午
後
！
！塒
に
此
處
に
來6

十
赌
®
 

迄
呼
實
を
な
し
一
日
平
均
西
牧
を
寶
る
。
其
販
寶
す
る 

新
聞
は
中
央
新
開
タ
刊
に
し
て一
枚」

錢
な
れ
ば 
一
-
B 

の
所
得
は
平
均
六
十
五
錢
に
し
て
、
余
沢
調
赍
せ
る
昨

年
六
月
廿
五
B

に
は
四
時
に
來
6

、
同
廿
分
迄
に
旣
に 

五
枚
寶
/

ノ
し
を
見
*

6

、
尙
此
者
の
父
は
東
京
市
電
氣 

局
に
通
勤
す
る
者
な6
0
 

!

」

同
小
川
町
乘
換
場
の
實
子

數
人
0
寶
子
中
一
人
は
十
三
歲
に
し
て«

^
小
^

®
 

年
迄
通
學
せ
し
名
目
下
は
通
學
せ̂-
る
者
な
.

o

、
•每
H 

午
後
四
峙
1C
鍵
に
來
6
、
九
滕
頃
迄
ニ
六
新
聞
タ
刊
を 

，'一
枚
壹
錢
にV

呼
寶
し
、
每
日
大
凡
七
十
錢
位
の
寶
上 

あ
ぅ
と
云
ひ
祀
れ
ば
、
約
四
十
九
錢
の
純
收
益
あ
る
名 

の
i
云
ふ
可
'し
ヽ
父
の
職
業
は
大H

に
し
て
^

飯
は
歸 

宅
後
之
を
食
す
と
。

.

.

词
須
田
|1
|
]乘
換
場
の
寶
子
.

此
處
.に
は
大
人
、
小
兒
取
浪
せ
八
人
の
寶
子
あ6

、 

小
兕
め
實
子
は
獨
立
者
に
非
ず
し
て
大
人
の
寶
子
及
ぴ 

親X

に
使
用
せ
ら
るV
名
の
な
6

、
其
中
の
十
二
三
歳 

許
ろ
に
な
る
實
子
10
.
.就
き
尋
ね
し
冬
親
方
を
恐
れ
<
に 

や
何
事
を
务
語
ら̂

ろ
け
が
ば
玆
に
記
す
事
を
得
梦
、

’
或
滕
此
處
紅
午
後
十T

赌
#

頃
通
ゲ
し
f
c
婦
人 

の
鈴
を
鳴
し
な
が
ら
呼
寶
す
る
を̂
^

6

、
&
»
上
記



( H

匕 概

の
‘1
H

が

る

頃

^

見
訊
；

s

深
夜
よ
ヶ
兹
.に
.來
6
 

V
.

服
寶
す
‘る
者
な
6

ど
、
素
よ
6

他
の
.場
所
に
て
.寶
殘 

-
cfc
-

る
^
P

0
を
兹
に
持
來
6

呼
寶
す
る
な
.る
可
し
。

淺
草
橋
乘
換
蜴
の
寶
子'
'

六
人
.の
寶
子
中f1
人
は
年
少
者
に
し
て
其
中
の
.一
人 

に
就
き
て
尋
ね
し
に
、
年
は
十
一

一

歳
に
し
て
小
學
赞
三 

;
年
造
£

學
せ
し
^
>
目
下
は
通
學
せ
岁
し
て
午
後
四
時
に 

此
處
に
來
6

、
報
知
新
開
中
央
新
聞
の
タ
刊
を
合
せ
て 

1

錢
づ
.
、
に
寶
6

、
仕
入
'te

る
紙
數
を
寶
盡
す
迄
呼
寶 

す
れ
ど
？
大
抵
十
塒
頌
造
な6

と
ー
日
に
大
凡
百
比
組 

を
寶
る
と
云
ひ
杧
れ
ば、

I

日
平
均
三
十
錢
の
汝
益
あ 

る
名
の
と
云
ふ
可
し
、
以y

競
带
の
あ
る
場
所
と
無
き 

場
所
と
は
收
入
に
大
差
あ
る
を
知
る
に£

ら
ん
、
爾
比 

者
0

父
は
大
エ
職
な
，ろ
。
 

-

.

肇
雷
門
停
留
場
の
.實
子 

||
昏
四
人
の
寶
子
あ
ろ<

»j

人
^
幼
年
者
な
み
、

卽
b

十一

二
歳
に
し

て
同
區
极
葉

尋

常

小
#

校

の

六
年

生 

^

6

>
父
の
職
業
は
空
瓶
屋
な6

、
午
後
四
槠
に
來
6
 

十
脖
頃
迄
届
る
名
寶
殘6

あ
る
時
は
十
脖
よ6

遅
く
な

フ

る
事
ぢ
あ
ゲ
と
、
報
知
、
大
和
、
中
央
等
の_
龊
開
0 

-

タ
刊
を
所
持
し
、1

枚
*
載
にy

實
-
0,
'
寶

行

蟲

な 

る
塒
は
ニ
百
敉
乃
至
一
ニ
苗
枚
に
達
し
、
寶
行
惡
し
き
塒 

一
は
七
八
十
枚
に
止
ま

6

、
雨
天
の
節
に
て
名
寶
行
岛
き 

|

時
*

る
名
の
に
し
て
現
に
余
の
調
査
せ
る
前H
卽
10
昨 

’

年
六
艿
廿
五
日
に
は
寶
行
良
於
，り
し
各
、
晴
天
の
二
卜 

四
日
は
却
つV

.

寶
口
惡
か.ろ
し
と
、
此
處
は
昜
所
柄
と 

<

匹
人
の
實
子
あ
る
名|
枚
一
錢
な
れ
ば
其
所
得
は
三 

十
八
錢
位
よ
'

^1

圓
十
錢
位
ま
で
な 

次
令
淺
草
公
園
の
中
に
入
み
し
に
此H
.(

昨
：

B
H

ハ
月 

I

ー
十
丑
日)

よ
6
 K

週
問
程
前
に
來
6
し
塒
は
、
，午
後 

八
塘
頃
花
赓
敷
前
に
て
十
 

一|

歲
許
6

な
る
少
年
の
呼
寶 

し
届
る
を
見
し
名
、

.

此
日
は
一
人
の
大
A
寶
子
の
外
全 

く
是
を
見
出
す
こ
と
能
は̂

6
き
、
盖
し
此
公
園
中
に 

は
別
段
權
利
と
宏
ふ
奴
如#
名
の
な
く
、
辱
留
曝
に
て 

寶
了
り
货
る
名
の
.奴
任
意
に
來
6

て
呼
寶
す
る
名
の
、 

如
し
、
是
れ
公
園
內
に
來
る
遊
覽
者
は
比
較
的
趣
味
低 

き
職
A
、
女
子
供
多
數
を
la
む
る
^
故
に
タ
fi
j

の
«

行 

• 

?比
較
的
岛
好
な
ら
次
る
爲
な
ら
ん
。

j

上

野

停

車

場

前

電

単

停

留

場

の

實

子’

十
.
1

E
な
.る
^
:

； >

供
か
.寧
校
よ
6

?-
f

-

o來
る
や
母
が
仕
' 

入
に
赴
き
、
共
に
此
處
に
來
か
十

I

塒
半
頃
迄
呼
寶
を 

爲
.し
、：
其
間
八
塒
頃fer

寸
タ
飯
に
歸
A-

冉
汶
來
る
、

K
、

、•
'•#

日
九
十
枚
程
仕
入
る
、3
大
抵
八
十
枚
位
實
る
一 

参
に
過
ぎ
ず
、
每
タ
新
聞
、
大
和
新
聞
の
タ
刊
を
各
一 

錢
宛
に
實
る
名
の
な
れ
ば

一

日
平
均
ご
一
十 
一一a

程
の
所 

得
ぁ
る
名
の̂
;
云
ふ
可
し
、
尙
此
者
の
父
は
榈
兵
エ
廠
一 

の
職
工
な
4

と
、
思
ふ
に
停
車
場
前
の
寶
子
..の

服

寶

數

\ 

か
.
^
ぐ
少
き
©

構
內
.に
多
數
の
寶
子
ぁ
る
に
よ
る
？
の\ 

な
ら
ん
。
 

_

上
»

公
園
紀
念
碑
脇
の
'實
子
 

— 

\ 

六
歲
な
みS

R

の
，子
と
十
歲
な
る
女
の
子
、が
呼
寶
を
爲
一 

せ
る
よ
6

之
に
就V

尋
ね
し
に
、

「

彼
響
は
兄
弟
な
れ
ど\ 

«

毋
子
は
未
だ
學
齡C
非
^

れ
ば
、：

姉
が
學
校
よ
6

歸 

6

來
る
/
:
共

に

此

處

に

來

呼

寶

を；

な
す
な
6

、
是

| 

等
の
*
ゆ
場
所
の
猶
利
を
有
せ
ぎ
る
が
故
に
m

¥
線
赂 

に
近
附
き
<

實
る
肪
は
他
の
寶
子
よ6

甚
し
き
迫
害
を 

被
む
る
.を
以
て
斯
る
路
傍f
<

實
る
な
れ
g

一
一
十
牧&
' 

,

賣
る
に
過
ぎ̂

る
な
6

、
九
脖
頃
歸
る
や
毋
が
暖
き
®- 

を
炊
き
て
待
ち
届
る
を
常
と
し
て
尙
脒
々
見«
6

に
來 

'
る
な
-
^
と
、
是
等
兄
弟
の
兄
は
十
四
歲
海
上
中
學
饺
の 

i

年
生
，に
し
で
诩
擗

頃
仕
入
に
赴
き
±

»

廣
小
赂
の
停 

留
場
に
て
十
塒
頃'迄
呼
實
を
な
し
、
大
凡
：自
枚
位
を
寶 

盡
す
と 
> 

.父
は
秋
葉
グ
.
原

驟

.
に

通

勤

す

る
；
^

の
な
る
名 

家
に
届
る
事
甚
だ
多く
共

に
.活
動
寫
眞
を
見

に
；行
く

事 

多
し
i

、
之
れ
に
：依
6

て
察
す
れ
ば
父
は
勤
勉
せ
^
し 

て
小
供
等
の
收
入
に
依
賴
す
る
者
の
如
し
、
做
是
等
兄 

弟

は

中

央
タ

刊

を

r

枚

〗

錢
：にv

呼
寶
し
届
杧
作 

ば
、
總
1|
'

約
百
三
十
枚
の
寶
上
高
に
對
し
：一
日
•半
均
七 

十
:/
1

.錢
程
の
攸
益
ぁ
る
电
の
と
沄
ふ
可
し
。

-

上
野
公
園
停
留
場
の
寶
子
，

此
處
に
は
十
'
歳
許
.
6

な
る
#

i

八
歳
許
6
.
な
るi 

j 

人
の
婶
姊S

午

後一

塒
頃
上
6
.
夜
分
の
十j「

塒
頃
造
呼 

寶
し
届
れ
}
、
其
纏
へ

〈

る
^

^

名
垢
染
み
te

る
名
の
に 

し
て
.
學
校
に
:̂

通
は
次
る̂

p

の
V

如
し
o

銀
座
犀
張
_
停
留
場
餐
子
ノ

此
處
に
.呼
實
し
届
る
少
f

十
ユ
歲
^
し
て
芝
區
愛
ハ



06
岩

戴

常
^

寧

校
.の
瓦
部

生
な

6

、

此
者
の
兄
‘は
新
聞
寶 

を
業
と
す
る
者
に
し
て
此
處
の
場
動
の
權
刺
を
有
し
、

( 

午
前
七
勝
®

よo
此
處
に
來
6

午
後
五
#
頃
迄
朝
利
晝 

刊
を
寶
6

、
..五
滕
以
後
は
此
者
於
代
ら
十
塒
頃
迄
呼
寶 

す
る
な

6

と
、
辨
當
は
路
傍
に
て
食: 1

>

、
ニ
收
ー
錢
に 

て
寶
6

此
者
>の
番
と
な
-
^
.て
よ
6

百
三
十
校
位
棚
く
と 

'云
べ
ば
約
四
十
錢
程
の
收
繇
论
る
务
のi

云
ふ
可
し
。
ン 

同
尾
張
ll
l
T
芝
補
製
作
所
販
寶
店
角
の
寶
子 

.

,

昨
年
六
月
ニ
+

I

日
夜
九
赌
頃
此
處
を
通6

し
に
一 

少
女
.の
,®

憐
な
る
聲
を
名
て
タ
刊
の
呼
寶
を
爲
す
を.
 

杧
-
c
s

し
よ
6

就
て
尋
ね
し
に 
> 

年
は
八
歳
に
しV
芝
愛 

,
宕
尋
常
小
學
校
の 

一̂

生
な
6

、
IH

午
學
校
よ
ら
歸6
 

來
る
や
十
.ニ
歲
な
る
兄
が
仕
入
に
赴
き
徒
^
.
に
て
共
に 

此
复
に
來
6

、
九
#

乃
至
十
蹄
頃
迄
呼
寶
を
な
す
な6
 

尤t
j
p

其
呼
寶
を
な
.すy

 

_

當
-
ô

<

は
兄
«

向
仰
の
.
'東
侮
«
 

行
支
店
前
に
赴
き->
分
れ
分
作
に
な
6

屈
る
な
6

、
W 

す
る
に
是
は
一
少
女̂

獨
6

に
て
呼
寶
を
な
し
居
る
體 

に
彫
せ
通
行
人
の
同
情|:
.
蓝
か
ん
爲
め
な
る
が
、
而
し 

て
是
等
の
兄
弟
は
共
に
電
車
線
路
に
沿
ふ
<
呼
寶
を
な

す
權
利
狂
有
せ
3'
'
.
る
於
故
斯
く
の
如
く
人
道
，ね

'
V

呼
實 

を
な
す
g

'

ŝ'

れ
ぱ
、
寶
上
高
に
就
き
何
等
答
ふ
る
處 

な
か
ろ
し
？
餘
,6
.
多
.か
ら
ぎ
.る
名
の
、
如
し
、
父
の
職 

業
は
大H

職
に
じ
で
此
少
女
の
着
せ
る
衣
服
の
如
き$ 

紺
鉼
に
て
小
薩
張
せ
る̂p

の
な
ん
ょ
6

見
れ
ば
貧
を
極 

む
る
^
の
と
は
云
ふ
事
を#

少
^
;
住
所
は
芝
區
愛
宕
町

新
櫥
竹
川
町
停
留
場
の
寶
子‘

十r
l

歳
に
な
る
此
附
近.の
桶
屋
の
小
僧
に
し
て
、
夜 

間
退
屈
す
る
滕
は
旗
々
此
處
の
寶
子
ょ6

中
央
新
聞
の 

タ
fl

を

.一

枚
^

厘
苑
■に
r
y#:

入
れ
呼
實
を
な
す̂p

の
な 

れ
ど
名
、1

1

十
敉
位
質
る
と
云
ひ̂

れ
ば
六
錢
程
.の
傭 

あ
る
な
6

、
卽
ち
小
遣
錢
に
は
充
分
な6

と
云
ふ
可
し 

土
‘

停
留
場
め
寶
子
：
_

十
歲
に
な
る
兄
と
七
歳
に
な
る
妹
と
は
共
に
母
な
る 

人
と
連
達
ち
て
此
處
に
來6

、
十
滕
過
頃
迄
タ
刊
の
呼 

:

寶
を
な
す
、
大
和
新
聞
タ
刊
を
一
枚
一
錢
に
て
販
寶
し 

届
る
.名
寶
上
高
に
就
て
は
何®

#

ふ

る

所

な
、

. 

货
其
の
父
は
盲
-.
@

な
6

と
云
へ
ば
*

等
の
母
子
にy

父

を
養
ひ
行
く
名
の.
、
如
く
、
.
家
許
の
必
要
上
タ
刊
呼
寶 

を
爲
す
名
の
な
れ
ば
是
は
同
情
に«

す
可
き
％
の
な
ら

ん
。
'

.

.

' 

.

■;
. 

- 

. 

/

.

, ノ.

:

.
神

田

大

手

町

乘

換

場

の

寶

子

ゾ:
 

,
ン
 

.

十
二
歲
に
し
て.某
尋
常
小
學
校
の
五
年
生
な-CV、

正

| 

午
學
校
ょ
6

歸
る
や
直
ち
に
仕
入
に
赴
き
此
處
に
來6 

.て

赛

新

間

の

第1

タ
刊
を
寶
ゲ
、
斯
-
>
て
三
滕
半
頃
一 

i

な
み
や
再
び
同
第
一
ー
タ̂
及
び
カ
»
新
聞
タ
:|
:«

の
_住 

人
に
赴
き
、
苒
び
歸6
.
泉
み
て
牛
後
'十T

滕
頃
引
上
る 

5

A

y

\傅
以
上
の
タ
刊
を
：

j

枚
.

j

錢
P

て
#'
6

毎

月

五I, 

圓
以
上
の
收
入
を#

、
父
は
無
職
に
し
て
侧
《
針

仕

事| 

|:
;

爲
し
共
に
家
訐
を
立
つ
る
な6

と
、
.
食
事
は
®

麥
、 

撒
飩
其
他
菓
子
にV

凌
ぎ
歸
宅
後
タ
食
を
な
す
と
云

ふ
。

■

.

.

:

.

へ
：

• 

:

 

I 

此
他
大
JE

ニ
^

六

月一

日
.發
行
の
婦
人
世
界.に
、
*:
-

I' 

子
學
院
の
生
_

に
し
て
横
井
ジ
ユ.V

な
.る
者
音
學
校
放
一 

M
 

i

橋附近のどあ>
，

タ
刊
の

 
呼
*

を
な
し
苦
學
し
届
る
事
に
就
ぎ
同
院
長
..の
談
と
し 

て
报
げ
ら
れ
杧
る
嫕
を
見
る
に
、w
く
、
元
よ
6

學

校
,

の
.課
業
丈

に
てS

充
分
の
仕
事
な
る
に
不
拘
其
上
タ
刊 

V

寶
を
爲
ず
？
の.な
れ
ば
顔
色
靑̂

め
、
登
校
名
遲
刻
勝 

に
し
<

#
勞
の
欉
子
あ
ろ
t

と
見
え
し
於
ば
是
を
保 

護
す
る
に
至
6
し
名
、
此
呼
寶
に
て
每
月
六
七
圓
の
利 

益
を
得
、1

部
を
學
费
に
一
部
を
生̂

員
に
宛
て
、
遞 

信
省
に
通
勤
す
る
姉
及
び
宇
內
職
を
な
す
母
と
共
に
家 

を
立
て
つ
、
あ
-

c>

fc-
c

と
云
ふ
。(

it
i
i
-
.
l

〕

二
 (

後 
一•)

嘗

1

0
萬
親
間
を
睜
逡1
て
勉
强
す
る
女
學
生

J

と
題
す 

る
.記
雄
參
照
 

-

'
以
上
‘の
獨
立
の
寶
子
及
ぴ
親
方
，に
使
用
せ
ら̂!
.
\
寶 

子
以
外
に
、
直
接
新
聞
社
に
雇
は
れ
該
新
間
社
の
寶
子 

i

.
じ
で
呼
寳
に
赴
く
名
;^
あ

卽

ち

當

該

新

間

社

の 

印
神
天
.を
着
用
せ
る
寶
子
是
な6

、
，
是
等
の
寶
子
は
素 

よ
3

其

實
-±

高
'全
部
を
社
に
引
渡3
 

^
る
可
ら
次
る
名 

の
に
し
て
：、
會
社
よ6
は

I

定
の
賃
銀
を
#

る
に
41
:
ま 

る
.、
今
下
谷
萬
年
小
學
校
長
の.談
に
上
る
に
、
嘗
て
同 

校
..ベ
.

1
氣
母
タ
新
聞
廳
よ
ろ
五
名
の
呼
寶
子
を
募
集
し 

來
6

し
财
'、
其
際
#

込
の
、r

日
の
賃
銀
は
ニ
十
錢
な6
 

し

^
、
彼
等
略
實
子
他
間e

は
種
々
の
馨
あ
る
を
知



1C

6

次
れ
ば
此
募
廣
に
は
應
せ
次6

き 

.

以
上
の
各
場
合
に
就V

見
る
f
c
槪
し
て
實
子
等
は
午 

後
ゴ
.一
蹄
半
頃
ょ6

十
肪
頃
迄
、..卽
ぢ
約
六
滕
間
半
許6
 

の
間
に
其
純
所
徵
は"
將
別
の
場
所
は
別
と
し
て
、
四 

十
錢
ょ
-
O

H
十
錢
ft

外
^j
見
る
事
を
得
可
し
、

ŝ

4' 

H

場
に
於
け
る
幼
少
年
者
の
勞
働
と
此
街
上
に
於
て
活 

働
ず
る
タ
刊
寶
子
の
勞
働
を
此
較
挤
究
す
る
は
極
め
て 

興
敗
あ
る
事
な
り
と
云
ふ
可
し
、
卽
ち
午
後
四
脖
頃
ょ 

6

十
塒
®

迄
の
間
、
電
車
の
來
る
相
間
相
間
に
は
他
の 

實
子
ぇ
遊
W

な
於
ら
勞
働
す
る
タ
刊
寶
子
は
、
先
づ
普 

通
の
動
勉
を
以
て
す
れ
ば
日
に

1
1

干
錢
ょ
6

六
十
錢
以 

上
迄
名
儲
け
®
る
に
反
し
、H

場
に
於
け
る
幼
少
年
勞 

働
者
は
日
々
十
一一

脖
間
以
上
名
空
氣
の
流
通
惡
し
き

H

 

接
玲
に
於
て
勞
傲
し
、
加
ふ
る
に
其
得
る
處
の
賃
«■
*
■ 

る
や
#

に
十
.
一
錢
乃
至
一
一
十
一
錢
に
過
ぎ
梦
、
.
是
蓋
し 

タ
刊
寶
子
の
日
々
に
增
加
し
つ
、
あ
ん
原
園
な
ら
ん、- 

試
に
幼
少
年
勞
働
者
の
土
場
に
於
て
'受
く
る
賃
銀
の
統 

許
表
を
見
る
塒
は
左
の
如
し。

/ 

• 

•

奴銀統計表ノ

(

註
.
1

)

.

.

樋

m

十
四
雜
以
-F 

0
.

女

製：，
絲，業
 

紐絲紡辕業
 

綿
絲
、妨
il

藥 

絹
‘

織
，
物

0 

0
織
物

0 

刺

.
a

0 

燐
'寸
製
造
業 

化
粧
料
：：

§

製
消
業 

煙
.

韋

筆
 

製
■

茶

業
 

苋
子
製
造
業 

印
刷
製
本
業 

扇
子
圓
扁
製
造
業 

，小間物製造寒
 幡子製：

造業
 #表花遮業
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註
.一
明
治.四
十
ニ
年
度
農
商
務
翁

H

揚
統
計
表
四o 

-四
.四
货

次
に
其
勞
働
塘
間
を
見
る
赌
は
卽10
左
の
如
し
。

_ 製嵇 
絲
紡絲

緖 類  
業業 .

就
業
阽
問

1

三
"，

1 

ニ
、

休
憩
吨
問 

1
、

五

I
、

H

絲絲妨

I

 

紺

織

0
0 

綿
織
物
業 

刺

級

，
.
業
 

燐寸製造業
 

化
粧
料
品
製
造
業 

煙
■

草

’
業 

鰱

裱

0 

苋
子
製
造
_
 

印
刷
製
本
_
 

1

子
園
扁
製
造
業. 

小
偶
物
製
造
業 

帽
子
製
造
業 

#
表
耽
遮
業

.09

1
i
r

 

1

、五 

1

三
、
 

二
、

ご1、
：

.

し

1
、

五
：

1
〇
、五 

1
、

五 

二

、
 

.1
、

五 

1
〇
、五 

1、〇 

V

 

1

〇
、
. 

1

、

1 

ニ
、
 

二
、
 

•

1
1
、

' 

. 

1
、

五

.

. 

1

0

'. 

‘ 

】

、

1

 

二
、
 

1
.

一
、
：

1

ズ
：
 

： 1
、

五
.

1
〇
>五

-

1
、

五

： 

r
l
、. 

1
、

五

‘

註
ニ
明
治
四
十
ニ
年
度
農
商
務
禮
發1<T
H
場
統
計
表
四
〇—

四
四
贺

上
說
の
如
く
タ
刊
實
の
事
業
は
勞
働
砷
間
少
く
し
て
‘ 

而
か
？
所
得
は
大
な
る
财
故
に
是
れ
に
從
事
す
る
者
多 

し
、
3

れ
ば
余
は
神
11
:{

神
保
町
乘
換
場
0

寶
子
に
就
皂 

「

.何
故
君
は
將
來一

層
望
あ
る
職
業
に
從
事
せ
次
る
や

」 

と
尋
ね
し
に
彼
答
へt

「

■

(^
1

め
如
き
下
等
の
«

«
 

よ
6

名
.つ
£
,
上
等
の
仕
事
を.得
度
き
は
山
々
な
れ
ど
％

斯
く
て
は
學
校
IC
I
J
S
#
す
る
事
能
は
^
る
の
み
な
ら
梦 

傭
け
少
し」

云
々
i
、
.要
す
るU
比
較
的
樂
な
る
此
事 

業
に
慣
れ
^
る
彼
等
は
益
々
 

一
{尼
の
仂
事
に
從
事
す
る 

を
嫌
ふ
の
傾
向
あ
る
事
は̂

は
れ
次
る
名
の
、
如
く
、 

假
分
彼
等
の
中
の
或
者
は
尙
一
層
永
續
的
の
仕
事
を
欲 

せ
る
於
如
く
な
6

i
雖
S

、" 

.
«際
.に
於
て
此
/P
*
則
な 

る
仕
事
に
慣
れ
^
る
者
に
ば
一
定
の
仕
事
を
勤
鑛
す
る 

能
は
次
る
な
：̂
、
藎
し
街
上
勢
働
の
生
活
は

一

定
の
仕 

事
及
！

5
1

定
の
所
得
に
，養
は
れ
杧
る*
憤
、
訓

馨

と
 

缺
く
が
故
な
6
0

第
四
，
勞
働
塒
間 

新
聞
寶
子
就
業
滕
間
の
狀
況
は
前
項(C
述
TC

る
が
如 

く
贿
間
に
一
定
の
制
限
な
く
、
不
秩
序
亂
雜{C勞
働
す 

.る
如
き
は
將
に
成
長
せ
ん
と
す
る
幼
童
に
*
し
き
惡
影 

尋
を
與
ふ
る
の
み
な
ら
す
、
旣
述
の
如
く
新
聞
寶
子
の 

就
業
脖
間
の
大
部
分
は
夜
間
に̂

る
を
以
て
L

#
は 

S

に
大
な
る
な
-

O
Z
.

蓋
し
夜
僩
の
仕
事
は
晝
間
の
勞
働 

に
比
し
て
生
理
上
有
害
な
る
の
み
な
ら
岁
、
街
上
の
夜 

間
發
働
は
觅
tc
'普
通
0

夜
間
勞
働
ょ
6

4

#
し
き
生
雜



10
上
の
障
害
を
與
方
る
？
の
な
れ
ば
、
新
聞
實
子
は
肉
體 

上
の
發
達
を
著
しく

阻
害
せ
ら
石
、
名

の
'i
云
は
>
 
る 

可
ら
梦
、
元
來
勞
働
者
は
夜
間
を
利
用
し
て
種
々
の
慰 

.
安
を
求
め
象
は
家
務
を
爲
す
の
な
れ
ば
、
夜
業
は
不 

自
然
極
ま
る
ぢ
の
な'

0
、

而
し
て
實
子
等
^
夜
間
の
勞 

働
は
決
し
て
是
を
欲
せ
次
る
處
な
ら
ん
マ
、
其
事
業
の

> 

性
質
と
し
て
如
何
と
名
爲
し
難
き
な6
、
旣
に
述
tc
る 

於
如
く
賓
子
等
は
槪
ね
十
辟
乃
至
十#
半
®

に
業
を
終
. 

6
、
歸
宅
し
て
就
寢
す
.る
塒
に
は
十
一
滕
過
ぎ
乃
至
十 

h 

ニ
塒
顷
と
な
る
可
く
、
，斯
く
 V

菊
朝
は
早
く
ょ
6
床
を
.
'

離
れ
<
事
梭
に
通
は
^
る
可
ら
次
る
於
故
に
其
疲
勞
は 

::
!
.
»し
き
に
加
へ
て
、
學
校
ょ6
歸

“

來

る

や

再

び

其

日
 

の
呼
寶
の
準
備
仕̂

等
を
爲
^

か
る
可
ら
幸
る
な
み
、’ 

斯
く
て
先
分
な
る
休
養
わ
爲
す
滕
な
く
し
て
、
遂
に
は 

'健
康
を
害
し
、
昝
能
の
發
達
は
阻
止
せ
ら
る
、
に
至
る 

'
な
i

畫
間
勞
働
す
る
幼
少
年
者
は

T

般
に
夜
業
す
る
. 

幼
少
.者

等

ょ

知

能

の

發

達
.
M
好
な
る
は
此
邊
に
原 

因
す
可
く
、
四
谷
齩
ヶ_
小
學
校
々
長
名
叉
予
に
告
げ- 

て
日
ぐ「

本
校
に
名
新
間
呼
實
を
爲
す
*
學
生
一
人
あ

れ
ど
名
其
成
績
-
R
好
な
ら
^
し
て
他
の
生
徒
に
此
し
著 

し
く
劣
れ
6
 J

云
々
i
、
思
ふ
に
是
等
昝
能
の
發
達
充
分- 

な
ら
^
る
令
の
が
夜
間
遲
く
迄
街
上
に
あ
る
は
獨6
.衞

■ 

生
上
ょ
6
見
て
弊
害
あ
る
に
止
ら
梦
、
道
徳
上
ょ6
見 

.

る
名
寒
心
に
堪
へh

る
處
に
し
<
、
郞
ち
®
等
の
幼
少 

一
¥
者
は
潜
£

の
幼
少
年
者
ょ
6

?
早

く

性

^

に

對

す

る 

智
識
を
得
る
の
.傾
向
あ
る
可
く
、
'隨
つ
て
次
第
に
墮
落 

の
淵
に
.階
6
遂
.に
救
濟
し
#
可
ら
次
る
に
至
ら
ん
、
刻 

j

下
不
a
少
年
の
日
々
に
增
加
し
つ
、
あ
る
點
ょ

C
s

見
る 

名
是
等
の
寶
子
問
題
は
大
に
碑
究
に
價
す
る
の
な

6
 

一
と

信

.
^
。

.
:

朝
刊
新
聞
の
酏
達
夫
中
に
は
タ
刊
呼
寶
子
の
如
き
年 

少
者
な
し
と
雖
名
十
五
歲
以
上
の
者
»
問
々
あ
る
0]
1
く 

j
^

等
0 -
-^
%
:
か

早

朝

に

起

床

し

て

配

達

す

る

蹄

に

は

著
 

j

し
ぐ
其
健
康
を
害
す
る
な
6

、
要
す
み
に
學
校》 4

名
通 

j

學
し
新
聞
名
寶
ら
次
る
可
ら
次
る
が
如
き
境
§
に
あ
る 

幼
少
年
者
等
は
多
く
愚
鈍
に
む
て
、
畫
間
何
等
の
仕
事 

を
？
爲
し
能
は
次
4

は
前
述
の
鮫
ヶ
橋
小
學
校
長
の
S 

に
徵
_
し
て
％
明
な
6

、
予
の
中
學
在
學
中
同
級
生
の
一

|

!

_1

1

|
j
(

1
.

!■

[
I

人
は
®

業
滕
間
中
常
.に
座
眠
し
居
杧
る
が
、
，其
原a

を 

-

問
へ
、ば
彼
は
常
に
朝
三
脒
に
起
床
し
てif
聞
の
仕
入
酣 

'

達
等
を
爲
し
終
6

*

る
後
登
校
し
來
る
な
ろ
と
、
旣
に 

第
三
：»

に
述
ぺ
t

る 
'が
如
く
寶
子
等
の
父
兄
の
多
く
は 

大
エ
或
は
其
他
の
有
職
者
な
る
を
以

V

、.

其
小
供
等
に 

斯
の
如
く
勞
働
を
爲
さ
し
^

る
の
必
要
の
な
き
家
針
观 

態
と
見
る̂

得
可
く
、
叉
假
令
父
兄
等
が
是
を
强
ひ
次 

る
^
?
自̂
ら
小
&

錢
を
得
^

-

^
し
<

^

寶
を
^
^
1̂

か
如
き 

,

場
合
に
は
、
共
に
兒
童
等
を
し
て
斯
の
如
く
勞
働
を
爲 

す
?:
.
止
め
し
め
ん
事
こ
そ
希
望
の
至6

に
堪
へ
^
る
な 

;

’6

、
喪
す
る
に
幼
少
年
者
等
が
新
聞
の
呼
寶
叉
は
酤
達 

を
爲
す
は
膜
令
是
を
禁lh
せ
^

る
迄
名
少
く
と̂P

、

其 

.

勞
働
赌
間
に
關
し
て.1

定
の
制
限
を
設
く
る
の
必
要
あ 

る
は
云
ふ
迄
名
なく
、

一

般
に
街
上
勞
働
に
關
し
て
は 

何
等
か
の
£
督
方
法
を
講
せ
ヤ」

：る
可
ら
次
る
な6
0
 

:
,
其

五

生
活
狀
況
，
 

新
聞
寶
子
は
周
爾
ょ6

極
め
て
不
^
な
る
感
化
を
受 

く
る
の
常
に
し
て、
' 
例
へ
ば
第
一
其
ゼ*

の
性
質
よ
6
 

•1
1

來
fc
る
^

a

#な
る
潛
惯
の
如
き
、
第
ニ
《
街
上
生
活

ょ
6

來
る
誘
或
の
凱
き
、
第
三
に
普
通
の
職
業
に
於
け 

る
が
如
き
訓
練
服
從
心
の
缺
乏
等
の
如
き
卽
も
是
な
6
 

特
に
街
上
勞
働
は
其
就
業
辟
間
最3

不
規
則
に
し
て
、 

j

最
^
實
行
き
良
き
脖
陬
佝
に
は
な
み
可
く
多
く
の
收
入 

を
得
ん
と
しV

過
勞
す
る
f
c
名
拘
は
ら
少
、
其
睱
と
な 

る
や
思
.ふ
於
儘
に
路
傍
に
て#

間
達
と
惡
る
ff
i

山
戯
を 

爲
し
、
甚
し
き
亂
行
を
爲
す;«
吾

人

の
.^
べ

見

る

處

な
 

6

、
而
し
て
是
等
は
新
聞
社
の
印
袢
天
を
着
せ
る
寶
子 

に
將
に
多
し
、
斯
く
て
不
知
不
識
の
間
に
或
は
窃
盗
を 

覺
え
、
或
は
撄
後
を
覺
え
、
或
は
賭
博
を
覺
え
、
或
は 

不
良
少
年
の
伸
間
に
ぽ
タ
る
に
至
ろ
#

ふ
可
ら
次
る
墮 

落
の
?1

に
階
る
な
6

、
次
、に
經
濟
上
ょ6

見
る
名
是
等 

の
，職
業
は
寶
子
に
對
し
何
等
の
產
業
的
敎
養
を
與
へ
次 

る
ぢ
の
な
ル
ば
甚
だ
不
利
益
な
ろ
と
云
は3'
'
る
可
ら
ず 

，食
事
に
關
し
て
は
前1®
に〗

言
也
し
所
な
る
似
此
食 

*

^

間
の
^

^

則
な
.る
事
と
如̂

«

し
き
物
を̂
^
5^
る 

i

tt

共
に
街
上
勞
働
の
最
？
好t

し

か

ら

^

る

现

象

の 

一
に
し
て
、又
彼
等
の
健
康
を
害
す
る
原
因
女
る
な
6

、 

卽
ち
實
子
等
は
畫
間
及
び
夜
間̂>
僅
少
な
る
閑
暇
を
利
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^
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^
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i
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£
v
u
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f
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雜

錄

用
しv
急
ぎ
食
事
を
爲
す
の.常
に
し
て
、8

參
屋y

赴 

.
く
者
？
多
く
、
又
彼
等
の
，中
十
四
五
歲
の
寶
子
.に
_

6
 

て
は
喫
煙
す
る
者#

だ
多
し
、
今
其
食
物
を
見
る
に
欠\ 

季
に
在
、
つ
て
は「
ゆ
で
あ
づ
き」

鍋
燒
覦
«
あ
め
湯
等 

に

し

，て

夏

季

に

あ

6

て

«
.
ー

 

錢
の
T

ィ
ス
グ
.リ
ー
ム
i< 

水
等
，

U

て

冷

凉

を

つ

、
呼
寶
に
從
事
す.る
な
6

、

. 

X

煙
草
は
是
を
喫
す
る
者
中
々
多
く
、
甚
し
き
に
至
つ 

て
は
喫
煙
しV

一
 

塒
箜
腹
を
凌
ぐ
名
のさ

へ
あ
み
と
、、
 

然
れ
ど
？
是
等
の
喫
煙
は
兎
.角
吾
人
の
人
目
を
引
き
同 

情
を
失
は
し
め
易
き
を
以
て
、
彼
等
と
雖
名
公
然
と
は 

是
を
爲
3

1
る
名
の
、
如
し
。

;:
'

然
6

lr
«
し
て
吾
人
が
彼
等
の
生
话
狀
態
を
熟
知
す
る 

塒
は
、
其
賭
博
を
好
む
傾
向
あ
る
事
を
知6
得
可
し
、

. 

是
藎
し
街
上
職
業
者
の
生
涯
は
機#
を
捕
へ
i

i
す
る 

長

き一

の
遊
戯
の
如
き
％
の
な
作
ば
、.；彼
等
は
次
第
に 

勸
勞
を
嫌
ふ
に
至
ぅ
、
唯
だ
自
然
の
好
機
會
の
み
を
見 

て
遠
く
慮
る
處
を
知
ら̂
る

忙

ょ

る

な

ら

む

、

兄

ん
^

_
 

貯
蔷
の
念
の
如
き
は
彼
等
の
到
底
思
ひ
名
寄
ら
次
る
處 

に
し
て
第
ニ
項
に
*
ベ

't
e

る
浪
费
癖
の
如
き
？

p
^
.

に

.

’ 

1
!

1
1

 

原
因
ず
る
；
^
P
0.
S

ら
ん
。

0
0
の
呼
實
を
爲
す
に
當6

て
名
_

の
_商

寶

に

於

け
 

る
と
同
様
大
に
策
略
を
弄
す
る
寧̂
6

、

今

其

'
.
}
例

を
 

擧
げ
ん
に
夜
分
九
塒
頃
と
な
ろ.V.

寶
殘
ぁ
石
塒
は
横
着 

15

る
寶
子
等
»

一
 

牧
の
タ
刊
を
手
に
に
し
て
他
の
新
關 

を
悉
く
押
し
隱
し
通
行
人
に
向；s 

r

そ
ー
一
ft

双
6

で 

す
か
ら
ド
|

ダ
御
賈
；5
下
3

い」

i

可
憐
な
る
聲
名
て 

哀
願
す
る
な
6

、
然
る
#

は
.同
情
深
き
通
行
人
は
忽
ち 

.
此
策
略
に
階
6

1

枚
を
購
ふ
可
く
、
斯
し
て
其
人
の
去 

る
や
更
に
他
の一

枚
を
出
しy

i
w

と
同
欉
の
方
法
に
ょ 

6

通
行
人
に
向
64

て
抑
實
す
る
な6

、s
g

は
飯

ff
l

優
ゅ 

留
場
に
て
、
實
見
せ
し»

に
し
<
又
下
谷
翦
年
小̂

«
 

長
の
談
に
ょ
れ
ば
、
電
車
乘
客
财
五
錢
の
.台
銅
貨
叉
は 

銀
貨
を
出
しV

タ
刊
を
賈
«

ん
と
す
る
や
、
不
1%

な
.る 

實
子
は
殊
更
愚
圖
々
々
し
て
電
車
の
發
車
を
待
ち
、
其 

發
車
す
る
に
及
び
て
タ
刊
を
引
渡
ん
釣
錢
を
渡
S
 

^
る 

様
にH
失
す
る
事
3

へ
ぁ
ろ
て
、
現
に'词
校
長
^p

此
策 

略

に

懸

る

こ

と

あ
6

と
、
斯
の
如
き
行
爲
は
實
に 

1

種
の
犯
罪
と
％
云
ふ
可
く
、
誰
欺
師
、
物
貰
の
行
爲

j

j

I

!

i

何

等

選

ぶ

處

な

き

の

み

な

ら

^
.
一

 

变
是
に
よ
6

て
不 

當
の
利
益
を
占
む
，る
や
爾
後
習
慣
的
に
是
を
行
は
ん
と 

し
ヽ
遂
に
不
IH

直
は
最
上
の
策
な-
o

i
の
威
念
を
得
る 

fe

至
る
な
.
6

、

而
し
て
幼
少
年
者
は
是
等
の'惡
事
に
.威
.( 

深
し
象
き
を
以
て
ノ
是
於
取
締
は
頗
る
重
栗
な
る
間
題
ぃ
| 

'
な
-
o

i
云
ふ
；可
し
。

’ 

™

甘
！{六

結

論
 

新
間
實
子
及
'沈
其
他
の
街
上
勞
働
者
に
對
し
てpi
者

. 

於
將
來
其
敝輩

：！

を
講
究
せf

0
6

し
原
®
は
一
は
以
て
其
一 

爾
如
か
極
め
て
近
來
の
现
象
な
る
と
、
叉
以
て
彼
等
の

\ 

多
く
於
貧
®

の
父
®
兄
弟
或
は
寡
婦
な
る
毋
を
扶
け
ん 

か
爲
に
勞
f/

す
る
^P

の
な
-
0
.と
信
せ
ら
作̂

る

が

爲

な| 

ら
ん
0

然
ろ
と
雖
名
少
く
と
名
新
聞
實
子
に
就
で
見
る 

脖
は
十
中
の
八
九
迄
灶
其
兩
親
等
は
子
供
の
所
#

を

當

I 

.
て
.に
せ
次
る
名
の
に
し
て
寡
婦
な
る
毋
を
赛
ふ
と
か
或

I 

は
爾
親
を
扶
け
ん
於
爲
に
勞
働
す
る
と
於
云
ふ
ロ
實
呔
一 

多
く
は
誇
張
せ
ら
れ
セ
る
？
の
な
ら
、
；
6!
1

ち
幼
少
年
者 

等
は
槪
し
て
小
遣
錢
を
得
ん
と
し
て
#
上
に
新
冏
の
呼 

實
を
な
す̂

の
に
し
て
、
無
學.

着
な
，る
爾
親
等
は

只
だy

基
を
止
め

^
る
の
み
な
ら

^
、
鄉y

其
街
上
生 

活
を
獎
勵
す
る
？

1の
、
如
し
、
.
.
.
勿
論
第
一
一
項
の
各

*ii
合 

ノ
に
就
て
名
知
る
を
得
る
於
如
く
中
に

ft
實
際
に
新
間
を 

寶
'

て̂
家
則
の
.助
け
を
■■爲
す
必
要
あ
る
者̂

P

&育
.6
と 

雖
3
、
其
數
に
至
っ
て
は
低
人
舣
信
少
る
程
し
か
く
多 

き
に
あ
らfo

•る
な
6

。

‘ 

-

街
上
の
職
業
は
其
伸
間
の
幼
少
年
者
間
に
起
る
競
爭 

の
結
果
と
しy

臨
機
の
處
置
掛
引
を
覺
ゆ
る
名
の
な
れ 

は
左
程
#
難
す
可
き
名
のに
非

卞

信
^

る
人
名
あ
ら 

.

ん
、
然
れ
ど
名
分
業
制
度
の
發
達
せ
る
现
代
に
於
て
は 

規
則
IH

し
，き
仕
事
に
從
事
す
る
少
年
少
女
等
は
容
爲
に 

1
‘職
業
を
修
得
ず
る
の
機
會
を
育
ず
る
に
反
し
、
靳
瓚 

寶
子
は
何
等
技
術
上
の
知
識
を
得
る
事
能
は
^
、
叉
现 

在
^

於
て
tt
H

場
發
働
春
.ょ

ゲ
«;
.大

な

る

次

入

を

得

つ
 

.

つ
あ
る
名
、
將
來
、
C

於
で
名
殆
ど
同
一
の
收
入
，
得
ダ 

な
'
^
、
'

W
し
'v

i

場

勞

は

將

來
*•

立
，

b

 

.て
談
業
の
製
造
人
或
ば
服
寳
人
故̂:
^

^

ん
—

^

^

 

す
る
？
，、
新
聞
呼
實
子
は
永
久
に
新
間
寶
子
に
し
て
夫 

れ
^

上
に
向
上
し
#

る
.の
見
込
な
き
名
の
な̂
0

 ̂

.
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-

丨

,

我H
場
法
は
旣
に
明
治
四
十
四
年
に|

せ
ら
れ
其
： 

實
账
期
未
だ
楚
//
>な
ら
^

と

雛
$
、
新
間
紙
の
傳
ふ
る 

如
く
ん
ば
大
IH

四
年
度
に
あ
る 
'が
如
し
、
さ
れ
ぼ
幼
#

 

年
者
は
遠
/;
>

ら
ず
十
ニ
歲
に
達
す
る
迄
«
エ
場
に
於
て 

勞
働
す
み
事
能
は
次
る
に
至
る
、
玆
に
於
て
か
吾
人
は 

夜
と
な
く
#

と
な
く
將
'f
o

年

齢

の

如

何

を

問

は

^

、

或 

は
新
聞
寶
子
と
し
て
或
は
行
商
と
し

V

離@

多
き
市
中 

に
於V

勞
»

し
つ
\
あ
る
'̂

少
年
者
を
^

等
し
く
工
場 

法
の
如
き
法
#

に
上
ろ
て
保
護
也
ら
れ
ん
と
を
切
望
す 

る
な
6

0

而
し
ズ
呼
寶
の
如
き
は
勞
働
に
堪
へ
次
る
老 

苹

者

を

し

て

之

れ

に

當

杧

ら
し

，：
}
4

ば
、

一
方
に
於
に 

は
幼
少
年
者
を
救
濟
し.他
方
に
龙
C

は
.老

年

者

に

職

を
 

與
ふ
み
事
と
な
6

、

一
 

擧
兩
樣
の
目
的
を
達
し
得
る̂
 

利
あ
‘
、
且
街
上
の
勞
働
は
前
途
發
展
の
蘧
な
く
叉
箸 

し
く
心
身
の
發
達
を
阻
害
す
る
名
の
な
れ
ば
、
只
に
エ 

場
鑛
山
等
に
於
け
る
幼
少
年
者‘の
保
護
'の
み
を
勉
め
、

' 

街

上

，
に

勞

働

す

る

輩

を

.度
外
視
す
る
於
如
き
は
誠
に
，
 

心
得
離
き
處
な6

、
左
.れ
«

英
國
の
如
皂
は
1

九
〇
ニ 

年 U

 

幼
年
者
.使
役
法(

T
h
e
E

s-p
l
o
y
m
e
n
t

 o
f

 

C
h
i
l
d
r
e
n

. 

' 

’1
1

四
.

,
A
c
t
)

な

V

十

f

歲
以
下&

兒
童
舣
新 

聞
鱗
寸
花
丼
,

の
行
商
を
な
し
叉
は«

上
：に
啟
て
.囊
 

す
る
を
禁
甘
6

、
蓋
し
新
聞
寶
子
の
如
き
は
日
々
增
加 

し
つ
、
ぁ
る
も
の
な
れ
ば
弊
害
沙
少
き
今
日
に
於
て
速 

に
是
舣
救
濟
策
を
講_チ
可
き
？
の
に
し
<
盜
人
を
見
て 

繩
を
_

分
か
姐
き
は
我
輩
の
採
ら̂'
る
所
な
/
V
O

I

!

1

I .

i

英

國

it

於

け

る

鐡

道

國
 

，

有

の

掛

益

を

論

ず

：
：

.

レ
.
.
1

フ
' 

H

 

.
ル
.

.

ド
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-
.課
出
せ
る
名
の
に
し
て.现
時
我
國
に
於
て
燄
道
の
擴
張
が

1

大
II
I
J題 

把
ち
ん
と
す
る
の
際
多
少
の
參
考rc
资
す
る
こ
と
を#
ん
か
。

'

彼
の
有
名
な
る
鐵
道
通
ァ
グ
ゥ.チ
ー
X

厌
好
自
身
鐵 

道
國
有
に
反
對
な
る
に
？
拘
は
ち
ず
、
今
や
鐵
道
H

有 

は
避
く
可&

ら
次
る
の
數
に
屬
す
と
論
卞
る
に
至6

し 

を
見
れ
ば
.、
菩
人
於
て
、:

に
鐵
道
國
«

ょ

ん

.
來

る

可

き
 

緒

果

を

諭

せ

ん

と

す

る

は

强

ち

無

用

の

事

に

？

非

'̂
る 

、可
し
。
鐵
道
國
有
は
數
億
磅
と
去
ふ
未
曾
有
の
一
大
取 

引
貪
惹
魈
す
可
き
名
の
に
し
て
、
か
く
の
如
き
大
取
引 

の
結
果
に
關
す
る
學
理
的
姘
究
は
其
功
果
甚
だ
多
ら
ず 

i

雛
そ
、
做
ほ
荀
苴
に
附
す
可
於
ら̂
る
な
6

.°
- 

鐵
道
國
有
《
擧
瓮
す
る
に
規
在
の
鐡
道
社
偾
及
槺
式 

を
國
偾
^

统
換
す
ふ
に
在6

。
而
じy

元
双
#
®
の
普

通
栎
主
は
幾
分
會
社y

s

t

v支
酣
權
を
有
し
て
始
办 

.

て
會
社
と
浮
沈
を
共
に
す
る
名.の
故
、
若
し
鐵
道
财
國 

有
と
な
るu

於
て
は
、
鐵
道
0
普
通
株
は
全
部
政
府
に 

\

賈
ひ
上
げ
ら
れ
^
る
可
,
ら
梦
。
從
.ウ
て
現
今
の
鐡
道 

j

社
債
、
優
先
称
及
普
通
株
に
對
し
て
種
々
の
國
偾
を
發 

行
す
る
そ
要
せ
ず
し
て
、
單
に
同
一
種
類
の
公
債
を
發 

行
す
れ
ば
事
足
る
な6
。
而
し
て
吾
人
の
第
—
に
硏
究 

す
可
き
^

s
t
t此
公
債
の
總
發
行
額
の
多
寡
な
ゲi
す 

社
傭
英
國
鐵
道
會
社
社
債
は
現
在
頗
る
確
實
に
し 

V
、

假
令
政
府
舣
之
を
保
證
す
る
と
名
、
：此
等
社
債
の 

j

信
用
を
增
加
す
.る
こ
と
殆
ん
ど
不
可
能
な̂

可
し
。
故 

に
政
府
は
鐵
道
國
有
に
際
し
て
、
社
債
の
所
有
者
に
對 

|

し
て
は
少
く
名
現
在
の
利
廻
を
限
度
と
し
て
其
の
收
入 

を
保
證
せ
次
る
可
か'ら
少
。
配
當
保
證
附
の
株
に
就

V

 

云
ふ
$
亦
^
然

而

し

V
.

現
今
鐵
道
社
饋
及
酤
當
保 

I

證
株
の
全
額
面
高
は
四
億
七
千
萬
磅
に
し
て
、
其
の
中.
 

の
大
m
分
は
額
面
價
格
以
下
な
る

】

一
分
5£
厘
51
は
ー
.ー
一
分 

利
附
に
し
.て
、
高
率
に
し
て
且
:^
額
面
以
上
の
名
の
は. 

僅
»>
に
其
.の
へ
1
.部
に
過
宮
ず
0
.
:
^
れ

ば
«:
債

及

保

證

株


